
【
抄
録
】

従
来
本
居
宣
長
は
仏
教
批
判
者
と
さ
れ
、
多
く
の
宣
長
研
究
に
お
い
て
仏
教
思

想
は
領
域
外
に
置
か
れ
て
き
た
。
だ
が
『
古
事
記
伝
』
に
見
て
取
れ
る
心
と
事
と

言
語
は
一
体
不
可
分
と
す
る
哲
学
的
思
考
は
、
漢
学
・
儒
学
に
は
な
く
元
来
仏
教

に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
宣
長
は
熱
心
な
浄
土
宗
徒
の
家
に
生
ま
れ
早
く
か
ら
仏
教

知
識
を
身
に
付
け
た
。
二
三
歳
で
医
学
修
行
の
た
め
に
京
都
に
遊
学
し
漢
学
・
儒

学
と
と
も
に
歌
学
を
学
ん
で
、
中
世
歌
人
が
拠
り
所
に
し
た
『
摩
訶
止
観
』
か
ら

仏
教
の
哲
学
的
思
考
を
会
得
し
、
松
坂
帰
郷
直
後
に
執
筆
し
た
歌
論
『
排
蘆
小

船
』
に
活
か
し
た
。
や
が
て
歌
論
か
ら
『
古
事
記
伝
』
へ
と
発
展
さ
せ
て
そ
の
哲

学
的
思
考
を
『
古
事
記
』
注
釈
の
基
礎
に
据
え
た
。
宣
長
の
学
問
は
仏
教
思
想
と

深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

「
意
と
事
と
言
」、「
相
称
ふ
」、「
中
世
歌
論
」、『
摩
訶
止
観
』、

「
五
陰
・
十
二
入
・
十
八
界
」

は
じ
め
に

コ
コ
ロ

コ
ト

コ
ト
バ

ア
ヒ
カ
ナ

本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
第
一
巻
に
「
意
と
事
と
言
と
は
相
称
へ
る
物
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。「
相
称
ふ
」
と
は
「
相
応
」
と
同
義
で
、
程
よ
く
釣
り
合
う

と
い
う
意
味
の
一
般
的
用
法
と
は
異
な
り
、
次
の
よ
う
に
離
れ
が
た
く
和
合
す
る

（
�
）

と
い
う
意
味
の
仏
教
語
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問
、
相
応
と
は
、
是
れ
何
の
義
な
り
や
。
答
、
等
し
き
義
、
・
・
・
等
し
く

し
て
離
れ
ざ
る
義
・
・
・
等
し
く
和
合
す
る
の
義
、
是
れ
相
応
の
義
な
り
。

（
�
）

（『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
十
六
）

は
こ

ふ
た

（
�
）

函
と
蓋
と
相
ひ
称
ふ
が
如
し
。

（
同

巻
五
十
）

し
た
が
っ
て
宣
長
の
言
葉
は
、
心
と
事
と
言
語
は
一
体
不
可
分
の
関
係
に
あ
る

と
解
釈
で
き
る
。
同
じ
言
葉
が
真
言
僧
の
契
沖
に
あ
る
。「
こ
こ
ろ
と
こ
と
は
と

ハ
チ

レ
ハ

ラ
ス

リ

レ
ハ

ラ
ス

リ

あ
ひ
か
な
ふ
」、「
言
即
心
也
」、「
有
レ

事
必
有
レ

言
。
有
レ

言
必
有
レ

事
」
で
あ

（
�
）
る
。
契
沖
の
、
心
と
言
語
、
事
と
言
語
は
一
体
と
す
る
考
え
方
は
元
々
仏
教
に
あ

（
�
）

る
も
の
で
あ
り
、
宣
長
は
契
沖
か
ら
そ
れ
を
学
ん
だ
。
ま
た
心
と
事
の
関
係
に
つ

本
居
宣
長
の
哲
学
的
思
考
と
仏
教
教
養

│
│
新
し
い
宣
長
像
の
構
築
を
目
指
し
て
│
│

清

田

政

秋



い
て
は
後
述
の
よ
う
に
『
摩
訶
止
観
』
に
「
心
は
こ
れ
一
切
の
法
、
一
切
の
法
は

こ
れ
心
な
る
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
仏
教
に
は
心
と
事
と
言

語
の
関
係
に
つ
い
て
の
哲
学
的
思
考
が
あ
る
。

（
�
）

本
稿
は
従
来
反
仏
教
の
人
と
さ
れ
、
そ
の
学
問
は
仏
教
と
は
無
縁
の
も
の
と
さ

れ
て
き
た
宣
長
像
に
対
し
、
宣
長
に
お
け
る
哲
学
的
思
考
と
仏
教
教
養
の
関
連
性

を
考
察
し
て
、
心
と
事
と
言
語
は
一
体
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
の
は
い
か
な
る
こ

と
か
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、
新
し
い
宣
長
像
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

一
．
宣
長
青
少
年
期
の
仏
書
知
識

熱
心
な
浄
土
教
徒
の
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
宣
長
は
若
い
頃
か
ら
仏
書
を
よ
く
読

ん
だ
。
青
少
年
期
の
仏
書
知
識
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
三
つ
の
稿
本
が
あ
る
。
十

六
歳
か
ら
二
八
歳
ま
で
に
記
さ
れ
た
書
名
の
み
を
記
す
『
経
籍
』、
十
七
、
八
歳

頃
に
記
さ
れ
た
諸
書
か
ら
の
抄
出
集
『
事
彙
覚
書
』、
十
七
歳
か
ら
二
二
歳
頃
ま

で
に
記
さ
れ
た
京
都
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
を
諸
書
か
ら
抜
書
し
た
『
都
考
抜

書
』
で
あ
る
。
右
の
三
稿
本
に
は
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
重
複
を
除
き
八
二
〇
余

の
仏
書
が
記
載
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
分
析
に
よ
っ
て
宣
長
青
少
年
期
の
仏
書
知
識
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
『
経
籍
』
は
、
宣
長
が
知
り
得
た
漢
学
・
儒
学
・
仏

教
・
国
学
・
歌
学
・
神
道
・
医
学
・
本
草
学
等
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
領
域
の
三
五

〇
〇
余
の
書
名
だ
け
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
宣
長
が
三
五
〇
〇
余
の
書
す
べ
て
を

実
際
に
手
に
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
書
か
ら
関
連
す
る
書
名
を
知
っ
た

（
�
）

も
の
と
思
わ
れ
る
。『
経
籍
』
冒
頭
に
「
凡
例
」
が
あ
り
、
神
・
儒
・
仏
・
歌
等

内
容
の
別
、
和
・
漢
の
別
、
世
に
広
く
知
ら
れ
る
・
知
ら
れ
な
い
の
別
等
を
記
載

す
る
旨
を
記
し
て
い
る
。
だ
が
内
容
別
に
書
名
が
並
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

三
五
〇
〇
余
書
の
内
、
筆
者
の
調
査
で
は
仏
書
が
七
四
五
あ
る
。
こ
の
七
四
五
の

仏
書
を
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
等
に
よ
っ
て
調
査
し
整
理
・
区
分
す
る
と
以
下
の

よ
う
に
な
る
。

経：

一
五
三

律：

十
三

論：

十
二

中
国
仏
書：

一
八
九

中
国
の
僧
伝：

七

朝
鮮
仏
書：

四

日
本
仏
書：

二
〇
五

日
本
の
僧
伝：

九
〇

日
本
の
寺
院
縁
起：

三
六

仏
書
で
な
い
も
の：

四

不
詳
（
検
索
不
可
）：

三
二

合
計
七
四
五

こ
の
七
四
五
点
を
そ
の
内
容
面
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
ま
ず
一
五
三
点
の
経

に
つ
い
て
は
、
大
正
蔵
の
阿
含
部
と
本
縁
部
に
属
す
る
経
が
三
二
点
で
経
全
体
の

二
〇
％
あ
り
、
宣
長
の
初
期
仏
教
へ
の
関
心
の
高
さ
が
窺
わ
れ
る
。
続
い
て
経
・

律
・
論
を
除
く
仏
書
に
つ
い
て
は
以
下
の
三
点
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
一

点
目
は
経
録
あ
る
い
は
一
切
経
目
録
と
い
わ
れ
る
書
が
載
る
こ
と
で
あ
る
。『
出

三
蔵
記
集
』『
歴
代
三
宝
記
』『
開
元
釈
教
録
』『
続
開
元
録
』『
静
泰
録
』『
衆
経

目
録
』『
大
唐
内
典
録
』『
続
大
唐
内
典
録
』『
貞
元
録
』『
続
貞
元
録
』
等
で
あ

る
。「
経
録
」
に
は
、
経
名
、
巻
数
、
訳
者
と
訳
時
、
単
訳
・
重
訳
の
別
、
有
本

・
欠
本
の
別
、
真
経
・
偽
経
の
別
、
全
訳
・
抄
訳
の
別
、
大
小
乗
ま
た
は
経
律
論

の
い
ず
れ
に
属
す
る
か
等
の
種
々
の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書

の
内
、
宣
長
が
実
際
に
手
に
取
っ
て
見
た
書
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
宣
長
は
一
切
経
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ど
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
も

の
か
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
点
目
は
仏
教
史
へ
の
関
心
で
あ
る
。
中
国
の
『
梁
高
僧
伝
』『
唐
高
僧
伝
』

『
宋
高
僧
伝
』『
大
明
高
僧
伝
』『
浄
土
高
僧
伝
』『
六
学
僧
伝
』
等
中
国
の
僧
伝
、

佛
教
大
学
総
合
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中
国
天
台
宗
の
立
場
か
ら
の
仏
教
史
で
あ
る
『
仏
祖
統
紀
』、
ま
た
『
扶
桑
略
記
』

や
『
元
亨
釈
書
』
等
の
日
本
仏
教
史
、『
東
国
高
僧
伝
』、「
法
然
伝
」
等
日
本
の

僧
伝
や
寺
院
縁
起
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
の
僧
伝
九
〇
点
の
中
で
禅
僧
の
伝
記
が

五
一
、
そ
の
大
半
は
臨
済
僧
で
あ
る
。
何
等
か
の
臨
済
宗
に
関
す
る
書
を
読
ん
だ

こ
と
が
分
る
。
ま
た
『
都
考
抜
書
』
に
は
『
元
亨
釈
書
』
か
ら
の
長
い
抄
出
が
あ

り
、
そ
の
頃
か
ら
『
元
亨
釈
書
』
を
よ
く
読
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

三
点
目
は
仏
教
語
辞
典
、
仏
教
百
科
全
書
、
仏
教
総
論
が
載
る
こ
と
で
あ
る
。

『
翻
訳
名
義
集
』『
釈
氏
要
覧
』『
三
蔵
法
数
』『
法
苑
珠
林
』『
諸
経
要
集
』、
ま
た

慧
遠
の
『
大
乗
義
章
』
や
吉
蔵
の
『
大
乗
玄
論
』
等
の
著
名
な
仏
教
総
論
、
ま
た

日
本
天
台
宗
を
中
心
と
し
た
仏
教
の
教
理
を
解
説
し
た
『
西
谷
名
目
』
等
で
あ

る
。『
翻
訳
名
義
集
』『
釈
氏
要
覧
』『
三
蔵
法
数
』
の
三
書
は
、
仏
教
学
を
学
ぶ

者
に
古
来
愛
用
さ
れ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
「
仏
学
三
書
」
で
あ
り
、
こ
の
三
書
を
読

め
ば
仏
教
の
全
体
が
分
る
と
さ
れ
る
。
宣
長
の
蔵
書
目
録
に
は
三
書
の
う
ち
、

『
翻
訳
名
義
集
』
と
『
釈
氏
要
覧
』
が
あ
り
、
特
に
若
い
頃
か
ら
中
国
宋
代
の
梵

語
辞
書
で
あ
る
『
翻
訳
名
義
集
』
を
よ
く
読
ん
だ
。

以
上
三
点
か
ら
見
て
宣
長
は
、
仏
教
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
仏
典
・

仏
書
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
仏
教
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
辿
っ
て
き

た
か
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
の
理
解
・
把
握
が
で
き
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ

る
。次

に
宗
派
別
に
見
る
と
、
浄
土
教
系
の
書
が
一
〇
〇
点
、
善
導
の
書
を
始
め
法

然
、
親
鸞
、
そ
の
門
下
の
書
で
あ
る
。
次
に
多
い
の
は
法
然
が
そ
こ
か
ら
出
た
天

台
宗
系
で
五
五
点
、
智
顗
の
『
法
華
玄
義
』『
法
華
文
句
』『
摩
訶
止
観
』
の
天
台

三
大
部
、『
摩
訶
止
観
』
を
注
釈
す
る
湛
然
の
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』、
高
麗
・
諦

観
の
『
天
台
四
教
義
』
を
は
じ
め
と
し
た
中
国
天
台
の
書
と
と
も
に
、
日
本
の
天

台
宗
に
関
す
る
書
が
多
く
挙
げ
ら
れ
る
。
浄
土
教
へ
の
関
心
は
自
ら
の
家
の
宗
教

で
あ
る
か
ら
当
然
で
あ
る
が
、
天
台
宗
へ
の
関
心
は
宣
長
に
お
い
て
重
要
で
あ

る
。一

方
、『
事
彙
覚
書
』
と
『
都
考
抜
書
』
に
載
る
仏
書
は
重
複
を
除
き
一
二
九

点
で
あ
る
。
こ
の
一
二
九
点
と
『
経
籍
』
に
載
る
書
を
合
せ
る
と
、
重
複
を
除
き

八
二
二
点
で
あ
る
。『
経
籍
』
は
た
だ
書
名
の
み
を
記
す
も
の
で
あ
る
の
に
対
し

て
、『
事
彙
覚
書
』
と
『
都
考
抜
書
』
は
諸
書
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
。『
事
彙
覚

書
』
は
事
物
の
名
称
を
集
め
て
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
関
心
を
持
つ
多
く
の
事

項
に
つ
い
て
諸
書
か
ら
抄
出
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
天
台
宗
へ
の
関
心
が
目
立

ち
、『
摩
訶
止
観
』
に
関
連
す
る
引
用
が
三
ヶ
所
あ
る
。

ノ

常
行
堂
ハ
、
止
観
ノ
二
巻
ヨ
リ
出
タ
ル
法
花
ノ
四
種
三
昧
ノ
中
ノ
常
行
三
昧

フ

ヲ
行
堂
也
、

（
宣
長
全
集
別
巻
一
、
三
〇
五
頁
）

モ
ン
ジ
ノ
ホ
ウ
シ

ア
ン
シ
ョ
ウ
ノ
ゼ
ン
ジ

文
字
法
師
ハ
、
教
相
ヲ
習
ヒ
テ
坐
禅
ヲ
シ
ラ
ズ
、
暗
證
禅
師
ハ
、
タ
ヾ
坐

禅
工
夫
ヲ
モ
ツ
ハ
ラ
ト
シ
テ
教
相
ニ
ク
ラ
シ
、
止
観
第
五
ニ
、
暗
證
禅
師
誦

文
ノ
法
師
ト
有
、
是
也
、

（
同
三
三
四
頁
）

イ
カ
イ

メ
イ
タ
ウ

テ
ウ

天
台
家
ニ
六
即
ノ
位
階
ト
云
事
ア
リ
、
迷
倒
ノ
凡
夫
ヨ
リ
仏
果
ノ
頂
上
マ
デ

タ
ン

カ
イ
キ
ウ

リ

ヲ
、
タ
ヾ
六
段
ニ
テ
フ
ミ
ノ
ボ
ラ
シ
メ
タ
ル
階
級
ナ
リ
、
六
即
ト
ハ
、
理

ソ
ク

ミ
ヤ
ウ
ジ
ソ
ク

ク
ワ
ン
ギ
ヤ
ウ
ソ
ク

サ
ウ
ジ
ソ
ク

ブ
ン
ジ
ン
ソ
ク

ク
ギ
ャ
ウ
ソ
ク

即
、
名
字
即
、
観
行
即
、
相
似
即
、
分
真
即
、
究
竟
即
コ
レ
也
、

（
同
三
三
四
頁
）

ま
た
『
都
考
抜
書
』
で
は
「
一
心
三
観
ノ
妙
理
、
玉
ヲ
ミ
ガ
ク
ガ
如
シ
」
と
記

（
�
）

す
が
、
こ
れ
は
『
法
然
上
人
絵
伝
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。「
四
種
三
昧
」「
文
字

法
師
」「
六
即
」「
一
心
三
観
」
は
『
摩
訶
止
観
』
の
重
要
語
で
あ
り
、
宣
長
が
少

本
居
宣
長
の
哲
学
的
思
考
と
仏
教
教
養
（
清
田
政
秋
）
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年
時
よ
り
親
し
ん
だ
『
徒
然
草
』
に
も
『
摩
訶
止
観
』
の
引
用
が
あ
っ
て
、
こ
の

頃
の
宣
長
に
と
っ
て
『
摩
訶
止
観
』
は
関
心
あ
る
仏
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
『
経
籍
』『
事
彙
覚
書
』『
都
考
抜
書
』
は
、
宣
長
が
漢
学
・
儒
学

・
国
学
等
の
分
野
と
と
も
に
仏
教
に
非
常
に
幅
広
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を

示
し
、
後
年
の
学
問
形
成
の
一
つ
の
基
盤
に
な
っ
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は

天
台
宗
へ
の
関
心
で
あ
り
、
中
で
も
『
摩
訶
止
観
』
へ
の
着
目
で
あ
る
。『
経
籍
』

の
自
筆
稿
本
の
表
紙
裏
に
京
都
遊
学
時
代
に
宣
長
が
重
要
仏
書
と
認
識
し
た
と
思

わ
れ
る
二
九
の
書
が
記
載
さ
れ
る
。
そ
の
二
九
の
書
の
中
に
『
摩
訶
止
観
』
が
あ

り
、
宣
長
が
『
摩
訶
止
観
』
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

二
．
宣
長
と
『
摩
訶
止
観
』

宣
長
は
一
八
歳
頃
か
ら
歌
学
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
が
、
二
三
歳
か
ら
五
年
半

に
亘
る
京
都
時
代
に
本
格
的
に
歌
学
を
学
ん
だ
。
そ
の
頃
記
し
た
『
本
居
宣
長
随

筆
』
に
は
、
太
宰
春
台
『
独
語
』
か
ら
の
長
い
抄
出
が
あ
り
そ
の
中
に
次
の
言
葉

が
あ
る
。「
俊
成
卿
天
台
ノ
仏
法
ヲ
学
ヒ
テ
、
一
心
三
観
ノ
理
ヲ
歌
道
ノ
極
意
ト

セ
ラ
レ
タ
リ
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
春
台
は
『
独
語
』
で
和
歌
史
を
論
じ
る
中
で
、

藤
原
俊
成
は
『
摩
訶
止
観
』
の
一
心
三
観
の
理
を
歌
道
の
極
意
と
し
た
と
言
う
の

で
あ
る
。
平
安
貴
族
が
『
摩
訶
止
観
』
を
よ
く
学
ん
だ
こ
と
は
、
硲
慈
弘
『
日
本

仏
教
の
開
展
と
そ
の
基
調
』
上
巻
（
三
省
堂
・
一
九
四
八
）
が
つ
と
に
明
ら
か
に

し
て
お
り
、
藤
原
道
長
が
当
時
の
名
高
い
天
台
僧
か
ら
『
法
華
玄
義
』『
法
華
文

句
』『
摩
訶
止
観
』
の
「
天
台
三
大
部
」
の
講
義
を
受
け
た
こ
と
、
ま
た
藤
原
行

成
や
九
条
兼
実
も
学
僧
た
ち
か
ら
『
摩
訶
止
観
』
を
学
ん
だ
こ
と
、
全
体
と
し
て

平
安
貴
族
の
天
台
教
学
に
関
す
る
教
養
が
深
く
広
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
道

長
の
玄
孫
で
あ
る
俊
成
は
『
摩
訶
止
観
』
が
そ
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
そ
の
知
識

が
平
安
貴
族
社
会
に
流
布
し
て
い
た
中
で
活
躍
し
た
人
物
で
あ
り
、
歌
論
『
古
来

風
体
抄
』
の
中
で
『
摩
訶
止
観
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

み
や
う
じ
や
う

か
の
天
台
止
観
と
申
す
文
の
は
じ
め
の
こ
と
ば
に
、「
止
観
の
明
静
な
る
こ

し
や
う
あ
ん
だ
い
し

と
、
前
代
も
未
だ
聞
か
ず
」
と
章
安
大
師
と
申
す
人
の
書
き
給
へ
る
が
、

・
・
・
か
の
止
観
に
も
、
ま
づ
仏
の
法
を
伝
へ
給
へ
る
次
第
を
あ
か
し
て
、

法
の
道
の
伝
は
れ
る
こ
と
を
人
に
知
ら
し
め
給
へ
る
も
の
な
り
。
・
・
・

く
う

け

ち
ゆ
う

さ
ん
だ
い

今
、
歌
の
深
き
道
を
申
す
も
、
空
・
仮
・
中
の
三
諦
に
似
た
る
に
よ
り
て
、

通
は
し
て
記
し
申
す
な
り
。

（『
歌
論
集
』（
小
学
館
・
一
九
七
五
）
二
七
四
〜
二
七
五
頁
）

俊
成
は
『
摩
訶
止
観
』
に
学
び
な
が
ら
歌
と
歌
論
の
創
作
活
動
に
生
き
、
六
三

歳
で
出
家
し
て
釈
阿
と
名
の
っ
た
。
定
家
も
『
摩
訶
止
観
』
を
書
写
し
、
そ
の
注

釈
書
で
あ
る
湛
然
の
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
書
写
も
始
め
た
こ
と
が
『
明
月

（
�
）

記
』
に
載
る
。
俊
成
・
定
家
父
子
に
は
『
摩
訶
止
観
』
は
歌
作
・
歌
論
の
拠
り
所

で
あ
っ
た
。
近
代
に
な
っ
て
俊
成
に
お
け
る
『
摩
訶
止
観
』
の
重
要
性
を
最
初
に

指
摘
し
た
の
は
歌
人
・
国
文
学
者
の
窪
田
空
穂
で
あ
る
。
空
穂
は
「
藤
原
俊
成
の

歌
学
」（
窪
田
空
穂
全
集
第
十
巻
所
収
・
角
川
書
店
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

大
乗
仏
教
の
教
義
よ
り
い
ふ
と
、
宇
宙
空
間
の
森
羅
万
象
は
、
人
間
の
立
場

か
ら
言
ふ
と
人
が
そ
れ
を
認
め
る
が
故
に
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
認
め
な

け
れ
ば
無
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
は
ゆ
る
三
界
唯
識
と
い
ふ
こ
と
で
、

そ
れ
が
根
本
な
の
で
あ
る
。
・
・
・
花
紅
葉
の
色
香
と
い
ふ
の
は
、
そ
の
物

で
あ
る
共
に
、
人
の
心
そ
の
物
で
も
あ
っ
て
、
そ
の
間
に
差
別
は
な
く
、
本

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要

第
二
十
九
号

四



来
一
体
な
の
で
あ
る
。
・
・
・
俊
成
の
歌
学
に
あ
っ
て
は
、
心
は
即
ち
物
で

あ
り
、
同
時
に
物
は
即
ち
心
で
あ
っ
て
、
い
は
ゆ
る
物
心
一
如
で
あ
る
（
同

書
一
三
六
頁
）。

こ
の
空
穂
の
指
摘
は
宣
長
の
学
問
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
宣
長
は
上

京
直
後
か
ら
歌
集
や
歌
論
を
買
い
求
め
、
上
京
二
年
目
に
俊
成
の
『
古
来
風
体

抄
』
を
購
入
し
た
。
既
述
の
太
宰
春
台
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、『
古
来
風
体
抄
』

か
ら
『
摩
訶
止
観
』
の
重
要
性
を
知
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
年
『
本
居
宣
長
随

筆
』
に
お
い
て
「
天
台
法
門
」
と
い
う
項
目
で
、「
三
諦
」「
一
心
三
観
」「
一
念

三
千
」「
十
乗
観
法
」
等
に
つ
い
て
抄
出
す
る
。
何
れ
も
『
摩
訶
止
観
』
の
重
要

思
想
で
あ
る
が
、「
十
乗
観
法
」
の
中
で
最
も
重
要
な
の
が
「
不
思
議
の
境
を
観

ず
る
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
が
「
陰
入
界
の
境
を
観
ず
る
」
こ

（

）

と
、
す
な
わ
ち
心
を
観
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
宣
長
が
『
摩
訶
止
観
』
か
ら
一
念
三

千
と
十
乗
観
法
の
考
え
方
を
抄
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
宣
長
は
陰
入
界
の
境
を
観

ず
る
思
想
を
も
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。『
摩
訶
止
観
』
の
中
で
そ
れ
は
次

の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

お
ん
に
ゅ
う
か
い

き
ょ
う

お
ん

に
ゅ
う

か
い

陰
入
界
の
境
を
観
ず
と
は
、
五
陰
・
十
二
入
・
十
八
界
を
い
う
な
り
。
・

た
く

・
・
五
陰
は
同
時
な
り
。
・
・
・
も
し
華
厳
に
「
心
は
工
み
な
る
画
師
が

種
々
の
五
陰
を
画
く
が
ご
と
し
」
と
い
う
に
よ
ら
ば
、
界
内
・
界
外
の
一
切

世
間
の
な
か
に
、
心
に
よ
っ
て
造
ら
ざ
る
は
な
し
。
・
・
・
界
内
外
の
一
切

わ
く

の
陰
入
は
み
な
心
に
由
っ
て
起
る
。
・
・
・
心
は
こ
れ
惑
の
本
な
り
。
・
・

し
き
お
ん

・
た
だ
識
陰
を
観
ず
べ
し
。
識
陰
と
は
心
こ
れ
な
り
。
・
・
・
そ
れ
一
心
に

ぽ
う
か
い

十
法
界
を
具
す
。
一
法
界
に
ま
た
十
法
界
を
具
し
て
、
百
法
界
な
り
。
一
界

に
三
十
種
の
世
間
を
具
し
、
百
法
界
は
す
な
わ
ち
三
千
の
世
間
を
具
し
、
こ

の
三
千
は
一
念
の
心
に
在
り
。
・
・
・
心
は
こ
れ
一
切
の
法
、
一
切
の
法
は

こ
れ
心
な
る
な
り
。（
岩
波
文
庫
『
摩
訶
止
観
』
上
・
二
七
六
〜
二
八
六
頁
）

す
な
わ
ち
『
摩
訶
止
観
』
に
よ
れ
ば
、
心
と
対
象
世
界
の
関
係
は
、
心
が
先
に

存
在
し
て
そ
の
心
が
世
界
を
認
識
す
る
の
で
は
な
く
、
知
覚
器
官
（
六
根
）
と
対

象
世
界
（
六
境
）
と
の
結
合
に
よ
っ
て
心
（
六
識
）
が
生
じ
、
認
識
世
界
が
成
立

す
る
。
こ
こ
か
ら
心
と
対
象
世
界
は
一
体
、
つ
ま
り
「
心
は
こ
れ
一
切
の
法
、
一

切
の
法
は
こ
れ
心
な
る
な
り
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
引
用
文
に
あ
る
よ
う
に
『
華

厳
経
』
に
も
あ
る
思
想
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
心
は
最
初
か
ら
対
象
世
界
と
関
係

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
独
立
し
た
実
体
で
は
な
い
。「
陰
入
界
の
境
と
は
、
五
陰
・

十
二
入
・
十
八
界
を
い
う
な
り
」
と
は
そ
の
こ
と
を
言
う
。「
五
陰
は
同
時
な
り
」

と
は
、
外
境
と
、
心
即
ち
六
識
と
、
受
・
想
・
行
の
心
の
作
用
と
は
相
応
し
て
同

時
に
生
起
す
る
こ
と
で
あ
る
。
想
と
は
感
受
し
た
も
の
を
表
象
す
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
は
言
葉
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
唯
識
派
に
よ
れ
ば
心
の
作
用
と
し
て
の

想
は
意
識
と
相
応
し
て
言
葉
を
起
す
働
き
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
心
が
対
象
世
界

や
言
葉
の
以
前
に
あ
っ
て
そ
れ
を
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
心
と

対
象
世
界
と
言
葉
は
同
時
に
発
生
す
る
。

こ
の
よ
う
な
『
摩
訶
止
観
』
の
思
想
の
影
響
は
、
京
都
遊
学
か
ら
帰
っ
て
す
ぐ

に
執
筆
さ
れ
た
『
排
蘆
小
船
』
に
お
け
る
宣
長
の
、
心
と
は
い
か
な
る
も
の
か
に

つ
い
て
の
思
索
に
現
れ
て
い
る
。
中
世
歌
論
以
来
、
作
歌
に
お
い
て
心
が
先
か
詞

が
先
か
の
議
論
が
あ
り
、
心
を
先
に
す
る
、
あ
る
い
は
心
と
詞
と
も
に
求
め
る
と

い
う
考
え
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
中
で
、
宣
長
は
「
和
歌
ハ
言
辞
ノ
道
也
、
心
ニ
思

フ
事
ヲ
、
ホ
ド
ヨ
ク
イ
ヒ
ツ
ヾ
ク
ル
道
也
、
・
・
・
思
フ
心
ア
リ
テ
後
ウ
タ
ヲ
ヨ

ム
也
、
サ
レ
ハ
モ
ト
ム
ル
所
ハ
辞
ヲ
ト
ヽ
ノ
フ
ル
ニ
ア
リ
」
と
言
い
、
心
は
自
然

本
居
宣
長
の
哲
学
的
思
考
と
仏
教
教
養
（
清
田
政
秋
）

五



に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
求
め
も
の
は
詞
で
あ
る
明
確
に
主
張
し
た
。
そ
れ
は
宣
長

の
独
創
的
見
解
だ
と
さ
れ
る
。
歌
は
「
思
フ
心
」
を
詠
む
も
の
で
あ
る
が
、
心
は

揺
れ
動
く
も
の
で
あ
る
。『
摩
訶
止
観
』
は
心
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

ひ
と

た
く

こ
ん

じ
ん

心
は
孤
り
生
ぜ
ず
、
必
ず
縁
に
託
し
て
起
る
。
意
根
は
こ
れ
因
、
法
塵
は
こ

れ
縁
、
所
起
の
心
は
こ
れ
所
生
の
法
な
り
。
・
・
・
ま
さ
に
心
を
戒
・
定
・

智
慧
に
専
ら
に
す
べ
し
。
・
・
・
心
起
る
と
謂
う
も
、
起
る
に
自
性
な
く
、

云
々

（『
摩
訶
止
観
』
上
・
五
五
〜
五
六
頁
）

宣
長
は
、『
排
蘆
小
船
』
で
「
詠
歌
ノ
第
一
義
ハ
、
心
ヲ
シ
ヅ
メ
テ
妄
念
ヲ
ヤ

ム
ル
ニ
ア
リ
」
と
し
、
揺
れ
動
く
心
を
鎮
め
る
に
は
歌
の
題
な
ど
に
心
を
付
け
て

心
を
鎮
め
て
三
昧
に
入
る
よ
う
に
し
、
そ
の
中
で
言
葉
に
つ
い
て
少
し
の
手
掛
か

り
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
い
て
思
案
し
て
い
く
と
自
ず
か
ら
心
は
定
ま
る
と
言

う
。
つ
ま
り
動
揺
止
ま
な
い
心
の
ま
ま
に
歌
お
う
と
し
て
も
歌
に
な
ら
ず
、
歌
は

言
葉
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
動
揺
を
克
服
す
る
。
心
は
事
物
に
触
れ
て
揺
れ
動
く

が
、
動
揺
止
ま
な
い
心
に
形
を
与
え
る
の
が
言
葉
だ
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の

宣
長
の
考
え
方
は
『
摩
訶
止
観
』
の
「
心
は
孤
り
生
ぜ
ず
、
必
ず
縁
に
託
し
て
起

る
」、
つ
ま
り
「
心
起
る
に
自
性
な
し
」
と
い
う
仏
教
思
想
を
基
本
に
置
く
も
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
揺
れ
動
く
心
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
、
宣
長
は
『
排
蘆

小
船
』
の
数
年
後
『
紫
文
要
領
』
と
『
石
上
私
淑
言
』
の
中
で
「
物
の
あ
は
れ
」

の
論
と
し
て
展
開
す
る
。
両
著
の
「
物
の
あ
は
れ
を
知
る
」
説
は
、
俊
成
の
「
恋

せ
ず
は
人
は
心
も
な
か
ら
ま
し
物
の
あ
は
れ
も
こ
れ
よ
り
ぞ
知
る
」（『
長
秋
詠

（

）

藻
』）
の
歌
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
俊
成
の
歌
及
び
歌
論
は
、「
物

の
あ
は
れ
を
知
る
」
説
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。コ

コ
ロ

と
こ
ろ
で
宣
長
が
「
見
る
物
き
く
事
な
す
わ
ざ
に
ふ
れ
て
、
情
の
深
く
感
ず

る
」（『
石
上
私
淑
言
』）
と
言
う
よ
う
に
、
心
が
捉
え
た
事
物
は
あ
る
感
情
を
引

き
起
こ
し
、
歌
は
そ
れ
を
表
現
す
る
。
こ
こ
で
事
物
の
存
在
と
感
情
の
関
係
に
つ

い
て
、
和
辻
哲
郎
『
原
始
仏
教
の
実
践
哲
学
』（
和
辻
哲
郎
全
集
第
五
巻
・
岩
波

書
店
）
の
考
え
方
が
参
考
に
な
る
。
和
辻
は
、
仏
教
に
お
い
て
「
真
に
哲
学
的
問

題
た
り
得
る
の
は
、
無
我
、
五
蘊
、
縁
起
等
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
た
問
題
に
他

な
ら
ぬ
」
と
し
、
五
蘊
の
考
察
の
中
で
「
存
在
す
る
も
の
は
感
覚
的
直
観
的
な
る

も
の
」
で
あ
り
、「
美
し
い
と
い
う
花
の
存
在
の
仕
方
と
そ
の
花
を
美
し
く
感
ず

る
体
験
と
は
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
を
抽
象
的
に
引
き
離
し
て
客
観
的
と
主
観
的
に

分
か
っ
た
と
き
初
め
て
心
理
的
存
在
物
と
し
て
の
感
情
が
考
え
ら
れ
る
」
と
言

う
。
こ
の
和
辻
の
考
え
方
は
『
摩
訶
止
観
』
の
思
想
と
そ
の
影
響
を
受
け
る
俊
成

と
宣
長
の
思
想
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
事
物
が
美
し
く
あ
る
の
は
、
客

観
的
に
そ
う
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
人
が
主
観
的
に
感
じ
る
の
で
も
な
く
、
物

の
美
の
存
在
と
そ
れ
を
感
じ
る
心
は
一
つ
で
あ
る
。
つ
ま
り
対
象
事
物
の
あ
り
様

と
心
の
あ
り
様
は
一
体
な
の
で
あ
る
。
ま
た
俊
成
は
歌
の
詞
と
心
の
関
係
に
つ
い

て
『
古
来
風
体
抄
』
の
冒
頭
部
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

た
ね

こ
と

か
の
古
今
集
の
序
に
い
へ
る
が
ご
と
く
、
人
の
心
を
種
と
し
て
よ
ろ
づ
の
言

は

も
み
ぢ

の
葉
と
な
り
に
け
れ
ば
、
春
の
花
を
た
づ
ね
、
秋
の
紅
葉
を
見
て
も
、
歌
と

か

い
ふ
も
の
な
か
ら
ま
し
か
ば
、
色
を
も
香
を
も
知
る
人
も
な
く
、
な
に
を
か

も
と

は
本
の
心
と
す
べ
き
。

（『
歌
論
集
』
小
学
館
・
二
七
三
頁
）

つ
ま
り
俊
成
は
、「
よ
ろ
づ
の
言
の
葉
」
が
な
け
れ
ば
種
と
し
て
の
「
人
の
心
」

も
な
く
、「
人
の
心
」
と
「
よ
ろ
づ
の
言
の
葉
」
は
相
応
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

藤
平
春
男
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
心
と
詞
の
相
応
の
考
え
方
は
俊
成
独
自
の
見
解
と

（

）

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
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ま
た
定
家
に
歌
を
学
ん
だ
順
徳
院
の
歌
論
に
次
の
言
葉
が
あ
る
。

歌
を
よ
む
事
は
心
の
お
こ
る
と
こ
ろ
な
り
。
・
・
・
歌
を
心
う
る
こ
と
は
、

よ
む
よ
り
は
大
事
也
。
・
・
・
歌
を
み
し
り
心
う
る
事
、
こ
の
道
の
至
極
な

り
。
・
・
・
歌
は
た
ゞ
詮
ず
る
所
、
ふ
る
き
詞
に
よ
り
て
、
そ
の
心
を
つ
く

る
べ
し
。
・
・
・
た
ゞ
歌
と
い
ふ
物
は
心
を
本
と
す
べ
き
な
り
。

（

）

（『
八
雲
御
抄
』
巻
第
六
）

「
ふ
る
き
詞
に
よ
り
て
、
そ
の
心
を
つ
く
る
」
と
は
、
宣
長
の
歌
論
に
よ
く
似

た
考
え
方
で
あ
る
。
宣
長
は
俊
成
、
定
家
、
順
徳
院
、
頓
阿
等
、
中
世
歌
人
た
ち

の
歌
論
の
伝
統
を
継
承
し
、
ま
た
彼
等
が
親
し
ん
だ
『
摩
訶
止
観
』
に
学
び
、
歌

と
は
何
か
に
つ
い
て
思
索
し
て
『
排
蘆
小
船
』『
紫
文
要
領
』『
石
上
私
淑
言
』
の

三
著
で
歌
論
・
物
語
論
を
展
開
し
た
。『
八
雲
御
抄
』
に
あ
る
よ
う
に
、
宣
長
に

と
っ
て
も
「
歌
を
よ
む
事
は
心
の
お
こ
る
と
こ
ろ
」
で
あ
り
、
歌
を
作
る
過
程
で

心
が
作
ら
れ
、
歌
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
心
と
詞
の
伝
統
に
繋
が
っ
た
。

『
古
今
集
』
仮
名
序
は
、
歌
は
「
心
に
思
ふ
事
を
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
に
つ

け
て
、
言
ひ
い
だ
せ
る
な
り
」
と
言
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
歌
は
心
を
詞
に
よ
っ
て

表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
表
現
は
見
聞
き
す
る
事
物
に
託
し
て
な
さ
れ
る
か

ら
、
歌
に
お
い
て
は
心
と
事
と
詞
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
宣
長
に

と
っ
て
歌
の
世
界
は
、
心
と
事
と
言
語
の
関
係
は
い
か
に
あ
る
か
と
い
う
問
い
を

生
み
、
そ
れ
に
つ
い
て
思
索
す
る
場
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
宣
長
は
、『
排
蘆
小
船
』『
紫
文
要
領
』『
石
上
私
淑
言
』
に
お
け
る

主
に
心
と
言
葉
の
関
係
の
考
察
か
ら
、
心
を
惹
き
起
こ
す
元
と
な
る
事
を
加
え

て
、『
古
事
記
伝
』
の
心
と
事
と
言
語
の
関
係
の
考
察
へ
と
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

『
摩
訶
止
観
』
の
、
心
は
世
界
そ
の
も
の
と
い
う
思
想
は
、
既
に
見
た
よ
う
に

『
華
厳
経
』
の
「
三
界
唯
心
」
の
考
え
方
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

宣
長
の
考
え
方
に
は
「
三
界
唯
心
・
万
法
唯
識
」
の
思
想
も
与
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
思
想
は
鎌
倉
時
代
の
無
住
『
沙
石
集
』
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
．
宣
長
と
『
沙
石
集
』

『
沙
石
集
』
は
、
後
世
よ
く
読
ま
れ
て
江
戸
期
に
は
刊
本
の
盛
行
を
見
た
が
、

抄
出
本
も
多
く
説
教
の
種
本
と
も
さ
れ
た
。
宣
長
に
と
っ
て
『
沙
石
集
』
は
、

『
本
居
宣
長
随
筆
』
で
二
箇
所
で
長
文
に
亘
っ
て
抄
出
さ
れ
、『
古
事
記
伝
』
で
は

（

）

古
語
の
注
釈
に
際
し
て
引
用
さ
れ
る
少
数
の
仏
書
の
一
つ
で
あ
り
、
成
年
期
以
降

に
精
読
し
た
数
少
な
い
仏
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
。『
沙
石
集
』
に
は
「
止
観
」
と

い
う
語
が
多
く
登
場
し
、
無
住
が
『
摩
訶
止
観
』
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
を
示

（

）
す
。
宣
長
の
抄
出
文
に
は
な
い
が
『
沙
石
集
』
の
次
の
言
葉
が
重
要
で
あ
る
。

生
死
ノ
長
夜
明
ザ
ル
事
、
心
外
ニ
法
ヲ
見
テ
、
妄
境
ノ
為
ニ
転
ゼ
ラ
ル
ヽ
故

ノ

也
。
心
外
ニ
法
ヲ
見
ズ
ハ
、
法
即
チ
心
、
心
則
チ
法
ニ
シ
テ
、
生
死
出
ベ
シ

ト
云
ヘ
リ
。
・
・
・
万
法
唯
識
、
諸
境
唯
心
ノ
謂
是
也
。
三
界
唯
一
心
、
心

外
無
別
法
等
ノ
経
文
ヨ
リ
、
此
旨
起
レ
リ
。（『
日
本
古
典
文
学
大
系
沙
石

（

）

集
』
岩
波
書
店
・
八
二
〜
八
三
頁
、
一
三
八
頁
）

宣
長
は
『
本
居
宣
長
随
筆
』
で
、「
一
切
唯
心
造
、
・
・
・
華
厳
経
云
、
三
界

唯
心
、
心
外
無
別
法
、
又
曰
、
一
切
唯
心
造
」
と
記
す
よ
う
に
「
三
界
唯
心
」
と

い
う
思
想
に
着
目
し
て
お
り
、『
沙
石
集
』
か
ら
も
こ
の
思
想
を
知
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
華
厳
思
想
に
お
け
る
「
三
界
唯
心
」
と
は
、
世
界
と
心
は
一
体
で
あ

り
、
世
界
は
そ
の
ま
ま
心
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
法
即
チ
心
、
心
則

本
居
宣
長
の
哲
学
的
思
考
と
仏
教
教
養
（
清
田
政
秋
）

七



チ
法
」
な
の
で
あ
る
。
無
住
が
言
う
よ
う
に
華
厳
経
の
「
三
界
唯
心
」
の
考
え
方

を
引
き
継
ぐ
唯
識
派
は
そ
れ
を
「
万
法
唯
識
」
と
表
現
す
る
。
唯
識
派
は
認
識
対

象
と
し
て
の
外
的
事
物
の
存
在
を
否
定
し
、
存
在
す
る
の
は
唯
だ
識
の
み
で
あ

り
、
外
的
事
物
と
見
え
る
も
の
は
識
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
外
界
の

認
識
対
象
は
通
常
、
言
葉
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
が
、
唯
識
派
は
言
葉
に
よ
っ
て

認
識
す
る
こ
と
は
認
識
対
象
を
外
化
し
て
、
外
界
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
実
体

化
す
る
と
見
る
。
し
た
が
っ
て
唯
識
派
に
よ
れ
ば
外
界
の
事
物
は
虚
妄
で
あ
る
。

宣
長
は
そ
の
よ
う
な
「
三
界
唯
心
・
万
法
唯
識
」
の
思
想
を
自
ら
の
学
問
に
応

（

）

用
し
た
。
だ
が
そ
の
思
想
を
根
本
の
所
で
否
定
す
る
形
で
応
用
し
た
の
で
あ
る
。

四
．
宣
長
の
哲
学
的
思
考

心
と
事
と
言
語
の
関
係
は
『
古
事
記
伝
』
で
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

コ
コ
ロ

コ
ト

コ
ト
バ

ア
ヒ
カ
ナ

ツ

抑
意
と
事
と
言
と
は
、
み
な
相
称
へ
る
物
に
し
て
、
上
代
は
、
意
も
事
も
言

ツ

ノ

ノ

カ
ラ
ク
ニ

も
上
代
、
後
代
は
、
意
も
事
も
言
も
後
代
、
漢
国
は
、
意
も
事
も
言
も
漢
国

ク
ハ

ヘ

ヒ

な
る
を
・
・
・
此
記
は
、
い
さ
ゝ
か
も
さ
か
し
ら
を
加
へ
ず
て
、
古
よ
り
云

ヘ

ア
ヒ
カ
ナ
ヒ

ツ

伝
た
る
ま
ゝ
に
記
さ
れ
た
れ
ば
、
そ
の
意
も
事
も
言
も
相
称
て
、
皆
上
代

マ
コ
ト

の
実
な
り
、

（
全
集
第
九
巻
六
頁
）

「
意
と
事
と
言
と
は
相
称
へ
る
物
」
と
は
、
心
が
そ
れ
自
体
と
し
て
存
在
し
言

語
で
そ
れ
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
言
語
表
現
が
心
で
あ
り
心
と
言
語
は
一
体

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
事
物
が
そ
れ
自
体
で
存
在
し
言
語
で
そ
れ
を
表
現
す
る
の
で

は
な
く
、
事
物
の
存
在
と
そ
の
言
語
表
現
は
同
時
且
つ
一
体
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
心
と
事
物
は
一
体
だ
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
考
え
方
は
唯
識
思
想
に
近

く
、
そ
の
ま
ま
の
応
用
の
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
宣
長
に
と
っ
て
唯
識
派
と
は
異

な
っ
て
事
物
は
識
の
変
化
し
た
物
、
つ
ま
り
識
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
物
で
は

な
く
、
上
代
人
の
目
の
前
に
事
実
と
し
て
実
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お

い
て
宣
長
は
唯
識
派
の
考
え
方
を
否
定
し
そ
の
思
想
か
ら
離
れ
る
。
宣
長
に
と
っ

て
心
と
事
物
が
一
体
で
あ
る
と
は
、
外
界
の
事
物
の
現
れ
方
、
つ
ま
り
事
物
の
見

え
方
・
感
じ
方
が
心
だ
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
事
物
は
外
界
に
実
在
す
る
。

こ
の
よ
う
に
『
古
事
記
』
の
古
伝
説
を
語
る
言
葉
は
、
心
と
事
と
言
語
が
一
体

不
可
分
で
あ
る
た
め
に
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
事
柄
は
上
代
の
事
実
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
上
代
人
は
見
た
ま
ま
聞
い
た
ま
ま
を
言
葉＝

声
に
し
た
の
で
あ
り
、
言
葉
に

し
た
事
物
、
た
と
え
ば
高
天
原
は
事
実
と
し
て
実
在
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
『
古

事
記
』
の
世
界
は
、
上
代
人
の
心
と
言
語
か
ら
独
立
し
た
客
観
的
世
界
で
は
な

く
、
上
代
人
が
見
、
聞
き
、
感
じ
た
世
界
で
あ
り
、
上
代
人
の
心
の
あ
り
様
を
表

現
す
る
。
こ
の
心
と
事
と
言
語
の
関
係
の
捉
え
方
は
、『
古
事
記
伝
』
の
最
も
重

要
な
考
え
方
で
あ
り
、
浩
瀚
な
注
釈
は
こ
の
上
に
な
さ
れ
る
。

し
か
し
宣
長
の
哲
学
的
思
考
は
、
江
戸
当
時
の
上
代
の
古
伝
説
に
関
す
る
常
識

と
は
か
け
離
れ
て
い
た
。
江
戸
期
の
知
識
人
の
間
で
は
古
伝
説
は
荒
唐
無
稽
な
も

の
と
さ
れ
、
宣
長
の
哲
学
的
思
考
は
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。
宣
長
は
高
天
原
や
海

神
宮
の
実
在
を
信
じ
な
い
知
識
人
た
ち
を
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

モ
ノ
シ
リ
ビ
ト

カ
ラ
ブ
ミ
ゴ
コ
ロ

ナ
ヅ

オ
ボ

ソ

ラ

ノ

世
の
物
知
人
み
な
漢
籍
意
に
泥
み
溺
れ
て
、
・
・
・
虚
空
の
上
に
高
天
原

ウ
ケ

オ
ロ
カ

あ
る
こ
と
を
信
ざ
る
は
、
い
と
愚
な
り
、

（
全
集
第
九
巻
一
二
三
頁
）

ワ
タ
ノ
カ
ミ

海
神
の
宮
は
、
海
の
底
に
あ
る
国
な
り
、【
・
・
・
近
き
代
の
、
な
ま
さ
か

ノ

ミ

ヤ

リ

し
き
人
の
心
に
は
水
中
に
宮
室
な
ど
の
あ
る
べ
き
理
な
し
、
と
思
ひ
と
る
・

・
・
】

（
全
集
第
十
巻
二
四
五
頁
）
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こ
の
よ
う
に
古
伝
説
が
事
実
で
あ
る
こ
と
を
語
る
宣
長
の
語
り
口
は
、
明
治
に

な
っ
て
西
洋
の
学
問
が
入
っ
て
き
て
か
ら
は
宣
長
の
偏
狭
な
皇
国
主
義
と
見
な
さ

れ
、
批
判
さ
れ
た
。
そ
の
状
況
は
今
日
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。

し
か
し
宣
長
は
後
世
の
視
点
か
ら
で
な
く
、
上
代
人
の
視
点
に
立
っ
て
古
伝
説
を

事
実
で
あ
る
と
受
け
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
上
代
人
を
真
に
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
心
と
事
と
言
語
は
一
体
不
可
分
で
あ
り
、
古
語
は
上
代

の
事
実
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
古
語
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
上
代
の

人
の
あ
り
さ
ま
心
ば
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

タ
ダ

タ
ビ

ア
キ

ヘ

唯
い
く
度
も
古
語
を
考
ヘ
明
ら
め
て
、古
の
手
ぶ
り
を
よ
く

（
る
）
ル知
こ
そ
、

モ
ノ
マ
ナ
ビ

ム
ネ

モ
ノ
イ
ヒ

学
問
の
要
と
は

（
る
）
ル有
べ
か
り
け
れ
、
凡
て
人
の
あ
り
さ
ま
心
ば
へ
は
、
言
語

ツ

ヅ

の
さ
ま
も
て
、
お
し
は
か
ら
る
ゝ
物
に
し
あ
れ
ば
、
上
代
の
万
の
事
も
、
そ

ア
キ

ル

の
か
み
の
言
語
を
よ
く
明
ら
め
さ
と
り
て
こ
そ
、
知
べ
き
物
な
り
け
れ
、

（
全
集
第
九
巻
三
三
頁
）

と
こ
ろ
で
宣
長
は
「
三
界
唯
心
」
を
釈
教
歌
か
ら
も
理
解
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
宣
長
の
蔵
書
目
録
に
載
る
数
少
な
い
仏
書
の
一
つ
に
『
説
法
用
歌
集
諺
註
』

が
あ
る
。
そ
れ
は
元
禄
時
代
に
編
集
さ
れ
た
注
釈
付
き
の
歌
集
で
あ
り
、
説
教
手

引
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
全
十
巻
の
内
、
巻
一
か
ら
巻
五
が
明
治
に
な
っ
て
復

刻
さ
れ
、
四
二
八
首
の
内
十
三
首
の
注
釈
に
三
界
唯
心
的
な
考
え
方
が
述
べ
ら
れ

る
。

は
か
な
く
も
み
よ
の
仏
と
思
ひ
け
る

我
身
ひ
と
つ
に
あ
り
と
し
ら
ず
て

教
長

ノ

チ

ニ

題
華
厳
経
意
と
は
則
経
曰
三
界
唯
心
、
心
外
無
別
法
、
心
仏
及
衆
生
是
三

ナ
リ

ヲ

ノ

ハ

ク

ニ

ク

ニ

ス

無
差
別
、
読
レ

之
也
、
文
意
三
界
己
界
仏
界
衆
生
界
也
、
同
経
云
応
レ

観
下

法

ノ

ハ

ヨ
リ

ト

界
性
一
切
唯
心
造
上

、
云
々（『

説
法
用
歌
集
諺
註
』
前
篇
・
巻
一
・
十
八
頁
）

『
説
法
用
歌
集
諺
註
』
の
内
容
か
ら
、
江
戸
期
に
は
三
界
唯
心
の
考
え
方
は
よ

く
知
ら
れ
、
そ
れ
は
当
時
の
知
識
人
に
と
っ
て
仏
教
常
識
に
属
す
る
も
の
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
宣
長
も
『
説
法
用
歌
集
諺
註
』
か
ら
そ
れ
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
も
宣
長
の
仏
教
教
養
が
現
れ
て
い
る
。

窪
田
空
穂
は
そ
の
俊
成
論
で
、
心
は
即
ち
物
で
あ
り
、
同
時
に
物
は
即
ち
心
で

あ
る
と
す
る
こ
と
は
、
仏
教
の
側
か
ら
は
常
識
に
過
ぎ
ず
、
当
時
の
仏
教
教
養
か

ら
言
え
ば
説
明
を
要
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
俊
成
が
そ
れ
を
歌
と
結
び
付
け

た
点
に
重
要
な
意
義
が
あ
っ
た
と
言
う
。
同
じ
よ
う
に
宣
長
の
仏
教
教
養
も
江
戸

当
時
の
レ
ベ
ル
か
ら
見
れ
ば
常
識
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宣
長

は
仏
教
の
哲
学
的
思
考
を
仏
教
の
外
で
、
難
解
な
仏
教
語
を
使
わ
ず
に
『
古
事

記
』
注
釈
に
結
び
付
け
、
過
去
の
歴
史
の
中
で
実
際
に
生
き
て
い
た
人
々
の
現
実

の
あ
り
様
に
適
用
し
た
点
に
大
き
な
意
義
と
独
創
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

宣
長
の
学
問
は
仏
教
思
想
と
は
関
連
性
が
な
い
と
す
る
従
来
の
宣
長
像
に
対
し

て
、
本
稿
は
仏
教
思
想
、
特
に
『
摩
訶
止
観
』
に
表
現
さ
れ
た
仏
教
の
基
本
的
思

想
が
宣
長
の
哲
学
的
思
考
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
新
し

い
宣
長
像
の
構
築
を
目
指
そ
う
と
し
た
。
だ
が
『
摩
訶
止
観
』
の
影
響
が
、
藤
原

俊
成
を
始
め
と
す
る
中
世
歌
人
た
ち
の
歌
論
の
中
に
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
現
れ

て
い
る
か
、
そ
れ
を
宣
長
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
と
考
え
ら
れ
る
か
を
明
ら

本
居
宣
長
の
哲
学
的
思
考
と
仏
教
教
養
（
清
田
政
秋
）

九



か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）
筆
者
は
「
契
沖
の
仏
教
言
語
思
想
と
本
居
宣
長
│
心
と
事
と
言
語
の
関
係
を
廻

っ
て
│
」（『
日
本
思
想
史
学
』
第
五
〇
号
・
二
〇
一
八
）
と
「
本
居
宣
長
の
言
語

観
と
倶
舎
・
唯
識
思
想
」（『
比
較
思
想
研
究
』
第
四
五
号
・
二
〇
一
九
）
で
、「
相

称
へ
る
」
が
仏
教
語
に
由
来
す
る
こ
と
を
論
じ
た
。

（
２
）
『
国
訳
一
切
経

毘
曇
部
七
』
三
〇
四
〜
三
〇
五
頁
。
仏
典
か
ら
の
引
用
は
読
み

易
さ
の
点
か
ら
『
大
正
蔵
』
の
漢
文
で
は
な
く
『
国
訳
一
切
経
』
の
訓
読
文
と
し

た
。

（
３
）
『
国
訳
一
切
経

毘
曇
部
九
』
一
〇
〇
〇
頁
。

（
４
）
最
初
の
引
用
文
は
『
万
葉
代
匠
記
』・
岩
波
版
契
沖
全
集
第
一
巻
一
九
四
頁
、
次

の
二
つ
の
引
用
文
は
『
和
字
正
濫
鈔
』・
全
集
第
十
巻
一
〇
九
頁
。

（
５
）
前
掲
の
『
日
本
思
想
史
学
』
掲
載
の
筆
者
論
文
を
参
照
。

（
６
）
宣
長
に
仏
教
批
判
の
纏
ま
っ
た
著
作
は
な
い
が
『
玉
勝
間
』
や
『
直
毘
霊
』
等

で
断
片
的
に
そ
れ
が
語
ら
れ
る
。
宣
長
の
仏
教
批
判
に
つ
い
て
の
研
究
に
、
高
木

宗
監
『
本
居
宣
長
と
仏
教
』（
桜
楓
社
・
一
九
八
四
）、
袴
谷
憲
昭
「
宣
長
の
仏
教

批
判
雑
考
」
及
び
「
宣
長
の
両
部
神
道
批
判
」（
何
れ
も
『
本
覚
思
想
批
判
』
所
収

・
大
蔵
出
版
・
一
九
八
九
）
等
が
あ
る
。

（
７
）
中
根
道
幸
『
宣
長
さ
ん
│
伊
勢
人
の
仕
事
│
』（
和
泉
書
院
・
二
〇
〇
二
）
は
、

宣
長
が
実
際
に
手
に
し
た
書
は
約
二
五
〇
書
だ
と
す
る
（
同
書
四
九
頁
）。

（
８
）
『
法
然
上
人
絵
伝
』
に
「
四
教
五
時
の
廃
立
鏡
を
か
け
、
三
観
一
心
の
妙
理
、
玉

を
み
が
く
」（
岩
波
文
庫
・
上
二
五
頁
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

（
９
）
稲
村
栄
一
『
訓
注
明
月
記
』
第
五
巻
（
二
〇
〇
二
・
松
江
今
井
書
店
）
参
照
。

（
１０
）
『
摩
訶
止
観
』
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
新
田
雅
章
『
摩
訶
止
観
〈
佛
典
講
座
二

五
〉』（
大
蔵
出
版
・
一
九
八
九
）、
菅
野
博
史
『
一
念
三
千
と
は
何
か
』（
第
三
文

明
社
・
一
九
九
二
）、
池
田
魯
参
『『
摩
訶
止
観
』
を
読
む
』（
春
秋
社
・
二
〇
一

七
）
等
を
参
照
。

（
１１
）
宣
長
は
京
都
か
ら
帰
郷
し
て
半
年
後
に
起
稿
し
た
『
安
波
礼
弁
』（『
本
居
宣
長

全
集
』
第
四
巻
）
で
俊
成
の
「
恋
せ
ず
は
」
の
歌
に
つ
い
て
記
す
が
、
こ
の
歌
は

京
都
時
代
に
師
の
堀
景
山
か
ら
教
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
景
山
の
『
不
尽
言
』
に

あ
る
。
宣
長
は
『
本
居
宣
長
随
筆
』
の
京
都
時
代
執
筆
部
分
で
『
不
尽
言
』
を
抄

出
し
、
こ
の
歌
を
記
し
て
い
る
。

（
１２
）
藤
平
春
男
『
新
古
今
歌
風
の
形
成
』（
明
治
書
院
・
一
九
六
九
）
一
四
九
頁
参

照
。

（
１３
）
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
三
巻
（
風
間
書
房
・
一
九
六
三
）
七
三
〜
八
二
頁
。

（
１４
）
『
古
事
記
伝
』
で
引
用
さ
れ
る
仏
典
・
仏
書
は
、『
華
厳
経
』『
大
智
度
論
』『
十

王
経
』『
翻
訳
名
義
集
』『
扶
桑
略
記
』『
日
本
霊
異
記
』『
今
昔
物
語
』『
沙
石
集
』

で
あ
る
。

（
１５
）
『
日
本
古
典
文
学
大
系
沙
石
集
』（
岩
波
書
店
）
の
解
説
で
渡
邊
綱
也
氏
は
、
無

住
の
学
識
の
中
心
は
、
宗
鏡
録
・
大
智
度
論
・
摩
訶
止
観
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
述
べ
て
い
る
。

（
１６
）
『
沙
石
集
』
に
は
多
く
の
諸
本
が
あ
り
、
宣
長
が
手
に
し
た
も
の
が
ど
の
版
本
か

は
定
か
で
は
な
い
。
だ
が
何
れ
の
版
か
ら
も
こ
こ
に
引
用
し
た
思
想
は
読
み
取
れ

る
と
想
定
さ
れ
る
。

（
１７
）
前
掲
の
『
比
較
思
想
研
究
』
掲
載
の
筆
者
論
文
を
参
照
。

付
記本

稿
は
、
日
本
宗
教
学
会
第
八
〇
回
学
術
大
会
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
（
二
〇

二
一
年
九
月
）
を
も
と
に
、
大
幅
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
せ
い
た

ま
さ
あ
き

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
特
別
研
究
員
）

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要

第
二
十
九
号

一
〇


